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19 9 4年度第4回   

日時  9月 2 2 日（木） 18：0 0～2 0：0 0  

場所  中央大学理工学部6号館7階6 7 01会議室  

テーマと講師： 宮崎知明（富士通株式会社）  

革Xり君子（富士通株式会社）  

「オブジェクト指向モデルによる生産計画」   

石油プラントなどの現実モデルに数理計画法を適用した事例であ   

る。本発表では、現実モデルをG Ulで構築するツールについて   

提案された。同時に、ワークステーシ ョ ンによるデモが行われた。  

概要  

19 9 4年度第5回   

日時  10月 2 0 日（木） 18：0 0～2 0：0 0  

場所  青山学院大学総研ピル7階13会議室  

テーマと講師： 佐藤三久（電子技術総合研究所）  

関口智嗣（電子技術総合研究所）   

長嶋雲兵（お茶の水女子大学）   

「ネットワーク数値情報ライブラリNinf  

一広域分散コンビチーティングに向けて－」  

近未来の高速ネットワークを利用したネットワーク高精度数値情   

報ライブラリの、意義と設計方針について提案かあった。Ninfは   

ネットワーク上に配置された利用可能プログラムを直接呼び出す   

ことによって、数値計算資源の世界的共有可を目指すもので、現   

在はプロトタイプでの実験段階である。  

概要  
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19 9 4年度第6回   

日時  11月2 4 日（木） 18：0 0～2 0：0 0  

場所  青山学院大学総研ピル7階13会議室  

テーマと講師： 桜井鉄也（筑波大学）  

趨 燕結（久留米大学）  

杉浦 洋（名古屋大学）  

鳥居達生（名古屋大学）  

「自然な数式表現による数学計算のイ ンターフェイス」  

：数学では独特の記号と用法があるが、実際の計算プログラムでは、  

元の形式をそのまま解釈できない。本発表では、数学表現のまま意  

味を解釈する方法と、現段■階での機能が発表された。  

概要  

19 9 4年度第7 回（R A M Pとの合同研究会）   

日時  12月17 日（土） 15：0 0～18：3 0   

場所  青山学院大学総研ビル10階18会議室   

テーマと講師： 高 振宇（早稲田大学理工学部）  

「新たなダイナミ ック シミ  ュ レーショ ン法  

－G SIM法の基本原理と応用例およぴシミュレータの開発－」  

：関数関係と影響関係を複合的に定義した、ダイナミ ック シミ ュ レー  

タの提案と、デモがおこなわれた。事例では、クリーニング事業の  

チェーン店に対して、洗濯工場の新設を計画するべきかどうかの判   

断への適用例が示された。  

概要  

テーマと講師：山下 浩（数理システム）  

「数理計画のためのモデリング言語SIM P L Eの提案」  

：数理計画法のシステムは、数学的に定義された最適化問題をシステ   

ムが要求する形式でデータ化する必要がある。本講演では、できる   

だけ数学的表現に近い形式で問題の記述が行えるツールについて、   

提案された。提案されたツールは、C＝のクラス定義機能を用い   

たもので、その柔軟性と拡張性か強調された。   

概要  

その他の活動としては、本研究部会のソフトウェアの知的所有権に関する研究分  

科会か、活発に活動を続けており、1995年3月10日、11日にパシフィコ横浜におい  

て、R A M Pとの共同主催で、「ソフトウエア／アルゴリズムの権利保護に関する  

日米シンポジウム」か開催された。  

一317－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




